
 
１ 測定の概要  

 有害大気汚染物質は、極めて微量であっても、長期間曝露した場合、人の健

康に有害な影響を及ぼす恐れがあります。このため、多くの化学物質の中から

「有害大気汚染物質に該当する可能性のある物質（２３４物質）」がリストア

ップされ、更に、この中から、有害性の程度、大気環境中の状況等を考慮し、

健康リスクが比較的高いと考えられる「優先取組物質（２２物質）」が指定さ

れています。  
 また、「優先取組物質」について科学的知見の充実したものから順次、環境

基準や指針値が設定されており、現在、ベンゼン、トリクロロエチレン、テト

ラクロロエチレン、ジクロロメタンの４物質について環境基準が、アクリロニ

トリル、塩化ビニルモノマー、水銀及びその化合物、ニッケル化合物、クロロ

ホルム、１，２－ジクロロエタン、１，３－ブタジエンの７物質について指針

値が設定されています。  
  これら優先取組物質のうち、高知県が１８物質、高知市が１９物質について、

調査を行いました。（ダイオキシン類は除く。）  
 
○ 環境基準 

環境基本法に基づき人の健康を保護するうえで維持することが望ましい基準  
○ 指 針 値 

有害性評価に係るデータの科学的信頼性に制約がある場合も含めて、環境

中の有害大気汚染物質による健康リスクの低減を図るための指針となる数値  
 
２ 調査地点及び測定項目  

一般環境については、高知市（大津）、須崎市（須崎福祉保健所）、いの町（伊

野合同庁舎）の３ヶ所で、道路沿道については、高知市（東城山町）の１ヶ所

で調査を実施しました。調査した物質は、優先取組物質のうちベンゼン、トリ

クロロエチレン、テトラクロロエチレン、ジクロロメタン、アクリロニトリル、

塩化ビニルモノマー、水銀及びその化合物、ニッケル合物、クロロホルム、１，

２－ジクロロエタン、１，３－ブタジエン、酸化エチレン、アセトアルデヒド、

ホルムアルデヒド、ヒ素及びその化合物、ベリリウム及びその化合物、マンガ

ン及びその化合物、クロム及びその化合物、ベンゾ〔a〕ピレンの１９物質で

す。（このうち、酸化エチレンについては、高知市のみ測定しています。）  
なお、高知市内については、同市が測定しています。  

 
３ 調査結果  

（１）環境基準が設定されている４物質について  
４物質（ベンゼン、トリクロロエチレン、テトラクロロエチレン及びジ

クロロメタン）全てについて、全測定地点で環境基準に適合していました。

２．平成２０年度有害大気汚染物質モニタリング調査結果について  



（表２－１，２－２、図１－１～図１－４）  
 

（２）指針値が設定されている７物質について  
７物質（アクリロニトリル、塩化ビニルモノマー、水銀及びその化合物、

ニッケル化合物、クロロホルム、１，２－ジクロロエタン、１，３－ブタ

ジエン）全てについて、全測定地点で指針値に適合していました。  
（表２－１，２－２）  

 
（３）その他の優先取組物質８物質（環境基準等が未設定の物質）について  

その他の物質（酸化エチレン、アセトアルデヒド、ホルムアルデヒド、

ヒ素及びその化合物、ベリリウム及びその化合物、マンガン及びその化合

物、クロム及びその化合物、ベンゾ〔a〕ピレン）の測定結果は、表２－

２のとおりでした。  
 

表２－１ 有害大気汚染物質の環境基準値・指針値適合状況  

区  
 

分  

地   域 分 類  一 般 環 境  沿 道  

所  在  地  高知市  須  崎  市  いの町  高  知  市  

測 定 地 点  大津  須崎福祉  
保  健  所  伊野合同庁舎  東城山町  

測 定 機 関  高知市  高知県  高  知  市 

環  
境  
基  
準  
設  
定  

ベンゼン  ○  
（○）  

○  
（○）  

○  
（○）  

○  
（○）  

トリクロロエチレン  ○  
（○）  

○  
（○）  

○  
（○）  

○  
（○）  

テトラクロロエチレン  ○  
（○）  

○  
（○）  

○  
（○）  

○  
（○）  

ジクロロメタン  ○  
（○）  

○  
（○）  

○  
（○）  

○  
（○）  

指  
針  
値  
設  
定  

アクリロニトリル  ○  
（○）  

○  
（○）  

○  
（○）  

○  
（○）  

塩化ビニルモノマー  ○  
（○）  

○  
（○）  

○  
（○）  

○  
（○）  

水銀及びその化合物  ○  
（○）  

○  
（○）  

○  
（○）  

○  
（○）  

ニッケル化合物  ○  
（○）  

○  
（○）  

○  
（○）  

○  
（○）  

クロロホルム  ○  
（○）  

○  
（○）  

○  
（○）  

○  
（○）  

１，２－ジクロロエタン  
○  

（○）  
○  

（○）  
○  

（○）  
○  

（○）  

１，３－ブタジエン  ○  
（○）  

○  
（○）  

○  
（○）  

○  
（○）  

     注    １．○は環境基準・指針値に適合、×は超過を表します。  
            ２．（ ）内は、平成１９年度の測定結果です。  



表２－２ 有害大気汚染物質の測定結果      

区 

分 

地域分類 一般環境 沿道 

  基準値・ 

  指針値 
所在地 高知市 須崎市 いの町 高知市 

測定地点 大 津 
須崎福祉

保健所 

伊野合

同庁舎 
東城山町 

環
境
基
準
設
定
物
質 

ベンゼン 1.5 0.83 0.76 1.8 3 

環
境
基
準 

トリクロロエチレン 0.028 0.029 0.031 0.022 200 

テトラクロロエチレン 0.26 0.030 0.031 0.087 200 

ジクロロメタン 1.4 0.47 0.35 0.83 150 

指
針
値
設
定
物
質 

アクリロニトリル 0.017 0.014 0.025 0.028 2 

指 

針 

値 

塩化ビニルモノマー 0.0084 0.012 0.012 0.011 10 

水銀及びその化合物 2.3 2.6 1.7 7.3 40 

ニッケル化合物 3.5 5.4 4.6 4.1 25 

クロロホルム 0.11 0.10 0.14 0.56 18 

１，２－ジクロロエタン 0.12 0.085 0.070 0.14 1.6 

１，３－ブタジエン 0.094 0.088 0.080 0.36 2.5 

そ

の

他

の

物

質 

酸化エチレン 0.062 - - 0.059 

 

アセトアルデヒド 1.8 1.1 0.92 1.6 

ホルムアルデヒド 5.2 1.4 1.3 2.1 

ヒ素及びその化合物 0.64 0.88 0.93 1.4 

ベリリウム及びその化合物 0.028 0.031 0.033 0.017 

マンガン及びその化合物 22 8.1 8.1 18 

クロム及びその化合物 2.0 2.1 1.8 2.9 

ベンゾ〔a〕ピレン 0.064 0.082 0.055 0.17 

注）１  測定結果値は、年間測定値の算術平均値を記載しています。ただし、検出下

限値未満のデータが存在する場合には、当該検出下限値に１／２を乗じて得ら

れた値を用いて平均値を算出しました。 

なお、この方法により算出した年平均値が、全測定値の最大の検出下限値

未満の数値であった場合は、その値を括弧書きで表記しました。  
２ 単位は、ベンゼン、トリクロロエチレン、テトラクロロエチレン、ジクロロ

メタン、アクリロニトリル、塩化ビニルモノマー、クロロホルム、酸化エチレ

ン、１，２－ジクロロエタン、１，３－ブタジエン、アセトアルデヒド、ホル

ムアルデヒドについてはμg/ｍ 3 を、水銀（及びその化合物）、ニッケル合物、

ヒ素及びその化合物、ベリリウム及びその化合物、マンガン及びその化合物、

クロム及びその化合物、ベンゾ〔a〕ピレンについては ng/ｍ 3 を使用していま

す。  
μg（マイクログラム）、ng（ナノグラム）はそれぞれ、g（グラム）の 100

万分の 1、10 億分の 1 を意味します。  
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